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連結決算の概況
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連結業績

（単位：百万円）

2021年3月期 第3四半期
（2020年4月～12月）

2022年3月期 第3四半期
（2021年4月～12月）

増減率
（%）

売上高 5,479 5,994 9.4

営業利益 1,285 1,514 17.8

経常利益 1,579 1,749 10.8

当期利益 985 1,044 6.0

売上高、全利益項目において、過去最高を更新

過去最高

※ 過去の第3四半期業績との比較

過去最高

過去最高

過去最高

※
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リーマン・
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2011年3月
東日本大震災

2012年
欧州債務危機

2015年6月
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2020年3月
コロナショック
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主なサービス/プロダクト別の売上高の増減
（単位：百万円）

セグメント サービス/プロダクト
2021年3月期
第3四半期

（2020年4月～12月）

2022年3月期
第3四半期

（2021年4月～12月）

増減率
（%）

ファイナンシャル・
サービス事業
（データ・

ソリューション）

ファンドデータ

（タブレット端末向けのデータ） 372 447 20.2
（スマートフォン、PC向けのデータ） 476 629 32.1

株式新聞
（紙の新聞） 124 0 -100

（WEB版） 36 55 52.7

ファイナンシャル・
サービス事業
（メディア・

ソリューション）

メディア・ソリューション

（セミナー関連） 192 222 15.6

（WEB広告） 77 59 -23.4

合計
（ゴメスコンサルティング事業を除く） 269 281 4.46

WEBコンサルティング
（ゴメスコンサルティング事業） 209 79 -62.2

アセットマネジメント事業

SBIアセットマネジメント 1,677 1,898 13.2
SBIボンド・インベストメント
・マネジメント 721 905 25.5
SBI地方創生アセットマネジメント 406 681 67.8
Carret Asset Management 833 970 16.5

＜2021年3月末＞
紙の新聞の休刊

＜2021年7月＞
事業譲渡
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二桁の成長を続けるアセットマネジメント事業
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アセットマネジメント事業の体制図

SBIオルタナティブ・
アセットマネジメント

100%

90% 53%100% 67%

＜注力資産＞

＜対象顧客＞

インデックスファンド 外債、マルチアセット等 米国債券・株式

積み立て投資を行う
資産形成層 地域金融機関、生損保、年金 米国富裕層、ファミリーオフィス

＜注力資産＞

＜対象顧客＞

暗号資産、インフラ、
セキュリティトークン等

富裕層、ミレニアム、Z世代

株式や債券等の伝統的資産に加えて、

未公開株式、暗号資産等の非伝統的資産も投資対象に

SBIアセットマネジメント SBIボンド・インベストメント・マネジメント SBI地方創生アセットマネジメント 米国カレーアセットマネジメント
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拡大を続ける当グループの運用受託残高
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（単位：億円）

地域金融機関からの
運用受託残高は2.1兆円 38.9%増
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＜国内全体の私募投信の残高＞

大きく伸張する当グループの私募投信の残高

(単位：兆円)

出所：投信信託協会の統計データより当社作成。SBIグループの数値はSBIボンド・インベストメント・マネジメントとSBI地方創生アセットマネジメントの預かり資産残高合計
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＜当グループの私募投信の残高＞

当グループの私募投信の残高は
3年で4.0倍

国内私募投信の残高は
3年で23.5%増

2020年12月～2021年12月
5.2%増

2020年12月～2021年12月
21.0%増
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運用を受託する地域金融機関の数

2022年1月
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112

地方銀行を中心に運用受託社数は拡大

地銀99行中、
64.6％
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SBIH 資本・業務提携行先8行

35%

その他の金融機関等

65%

地域金融機関向け
資産運用受託金額の内訳

（2021年12月末時点）

日本全国に広がる当グループの運用受託先

都道府県別の取引先数

1

 43都道府県（除く石川、和歌山、長崎、熊本）の合計112の地域金融機関等との取引実績

 特定地域への偏りもなく幅広い取引関係を構築
 SBIグループの地方創生への取組をアセットマネジメント分野から後押し

SBIグループの資本提携先以外とも十分な取引実績

グローバル投資マーケット

グローバルマーケットへの
投資機会を低コストで提供

米国株式 米国債券

リターン

投資

金欧州債券

1
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地域金融機関の日銀当座預金の残高推移
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94

16

230

（単位：兆円）

※信金等には信金中央金庫等も含む
出所：日本銀行の統計データより当社作成

120

日銀当座預金残高の推移

2022年4月以降、日銀は当座預金の特別付利の上限を設定することにより、
地域金融機関は日銀当座預金の積み増しを見直さざるを得ない
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【ルールベース】＜シンプルなアセットアロケーション＞

＜明確な運用方針のもと、目標リスク、目標リターンにもとづく徹底した運用モニタリング＞

＜リスク管理上の明確性と市場急変時の確保とドローダウンを抑えた商品設計＞

①運用者判断による資産の入れ替えのリスク（マネージャー・リスク）
⇒ リスク・リターンの特徴をとらえきれず管理がしづらい

②市場全体のストレス時にドローダウンが避けられない
⇒ 目標とするリスク・リターンが実現しないケースがある

地域金融機関保有の
マルチアセットファンドの分析・評価の提供

＜日銀金融システムレポート
2020年7月＞より

地銀が保有する多くのマルチアセットがファンドマネジャーの投資判断リスクが高い

マルチアセットファンドの分析・評価から最適な商品の提供へ
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有価証券運用のリスク管理の高度化の提供

項目 SBI 既存システムの問題点

対応通貨
全主要通貨
（投資信託協会公表の73通貨）

カナダやデンマークなどの通貨建債券の分析が不可

VaRの分解 金利、為替、株式、信用スプレッド
地方債/州債や社債などの信用スプレッドの影響計
測が不可

シナリオテスト 手元でシナリオ作成可 定型のシナリオのみ

個別銘柄ごとの数値計測 個別銘柄ごとに計測可能 ファンド単位のみ

＜既存システムとの主な機能比較＞

有価証券ポートフォリオ分析、リスク管理システムの提供

地域金融機関の有価証券運用のリスク管理の高度化に貢献

＆



15

地域金融機関の有価証券運用の人材育成サポート

＜当グループ＞

＜地域金融機関＞
運用・トレーディング

ドキュメント作成

リスク管理

モニタリング

フロント業務

研修生が当グループで運用ノウハウを吸収し、自行の運用体制の強化に貢献

派遣

研修生

自行へ還元
研修生

パフォーマンス分析

など

フロント

バックミドル

各部門で
ノウハウを

活用

ミドル・バック業務

ポートフォリオ構築
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□ 対象となる投融資 ： ① グリーンローン/ボンド
② サステナビリティ・リンク・ローン/ボンド
③ トランジション・ファイナンス

□ 貸付利率 ： ゼロ％

□ 実施期間 ： 初回オペは、2021年12月下旬に予定

金融調節上の支障がない限り2031年3月31日まで

地域金融機関のESG投融資の取り組みは今後は更に進展する

日銀の気候変動対応を支援するための資金供給オペ
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＜オランダの独立系ESG評価機関：サステナリティクス＞
（2020年7月：米国モーニングスター買収）

・ ESGリサーチにおいて25年以上の実績

・ 欧州・北米を中心に17の拠点を有し、900名以上のスタッフ

・ ESG Researchではグローバルに約13,000社の企業に対してレーティングを付与

「Sustainalytics」のESG評価データをファンド運用に活用

カバレッジ
（企業数）

Country Rating

Sustainalytics
Global:13,000社
日本：1,300社

172ヵ国

Moody`s
Global:10,000社程度

日本：600社程度
178ヵ国

FTSE
Global:7,200社
日本：1,300社

146ヵ国

MSCI
Global：8,000社
日本：1,300社

190ヵ国

S&P
Global：8,000社

日本：800社
無し

＜ESG 評価機関の比較＞
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日米の家計の金融資産構成

現金・預金

53.6%

1,072兆円

債務証券

1.4%

投資信託

4.5%

90兆円

株式等

10.9%

保健・年金・

定型保証

27.0%

その他

2.7%

日本
（1,999.8兆円）

2021年9月末時点

現金・預金

13.3%

債務証券

4.2%

投資信託

13.2%

株式等

37.8%

保健・年金・

定型保証

29.0%

その他

2.5%

米国
（109.6兆ドル）

2021年3月末時点

日本の「現金・預金」の約1,000兆円が投資商品へ
「貯蓄から投資」 「貯蓄から資産形成」へ
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つみたてNISA、iDeCoの口座数拡大により若年層中心に

「積み立て」投資が大きく伸びる
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＜iDeCo加入者数の推移＞＜「つみたてＮＩＳＡ」の口座数の推移＞
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SBIアセットマネジメントの
インデックスファンドの運用残高は大幅に拡大

SBIアセットマネジメントのアクティブファンドとインデックスファンドの運用残高の推移

（単位：億円）
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構成比
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＜46%＞

＜54%＞
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SBIアセットのインデックスファンドと
業界全体のファンドラップ、投信全体との残高比較

＜ファンドラップ＞ ＜SBIアセットのインデックスファンド＞

24.5% 27.1%

※出所：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会のデータよりモーニングスター作成

3.5倍

（単位：億円）
（単位：兆円）（単位：兆円）

＜投資信託合計＞
公募追加型株式投信 （除くETF）
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SBIアセットのインデックスファンドの
純資産残高、受益者数、積立口座数は

全て前年同期比約3倍の伸び

※ 受益者数と積立口座登録者数はSBI証券1社のみの数字
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ＳＢＩアセットのインデックスファンドの年初来資金流入額と
日経平均株価の推移

（2022年1月4日～1月25日）

※出所：Bloombergより、モーニングスター作成。

（単位：円）（単位：億円）
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「SBI・V・S&P500インデックス・ファンド」の
月次の純資金流入額は過去最高を更新

＜2019年9月の設定来28ヶ月連続の純資金流入＞

SBI V・S&P500・インデックス・ファンドの月次資金流入額の推移
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SBI・Vシリーズと楽天インデックス投信とのコスト比較

R SBI・Vシリーズ SBI・Vシリーズ R SBI・Vシリーズ R

ファンド略称
ＳＢＩ・Ｖ・

全世界株式

楽天･バンガード・
ファンド

(全世界株式)

ＳＢＩ・Ｖ・
Ｓ＆Ｐ500

ＳＢＩ・Ｖ・
全米株式

楽天･バンガード・
ファンド

(全米株式)

ＳＢＩ・Ｖ・
米国高配当株式

楽天･バンガード･
ファンド

(米国高配当株
式)

ベンチマーク

FTSEグローバル・
オールキャップ・イン

デックス
（円換算ベース）

FTSEグローバル・
オールキャップ・イン

デックス
（円換算ベース）

S&P500指数
(円換算ベース)

CRSP US 
トータル・マーケット・

インデックス
（円換算ベース）

CRSP US 
トータル・マーケット・

インデックス
（円換算ベース）

FTSE 
ハイディビデンド・

イールド
・インデックス

（円換算ベース）

FTSE 
ハイディビデンド・

イールド・
インデックス

（円換算ベース）

投資対象 バンガードETF（VT)
バンガードETF

（VOO)
バンガードETF（VTI) バンガードETF（VYM)

実質的に負担する
信託報酬率
年率/税込

0.1438% 0.212% 0.0938% 0.0938% 0.162% 0.1238% 0.192%

出所：楽天のファンドの数字は楽天投信投資顧問のホームページより

△0.0682 △0.0682 △0.0682



26

1,981 

2,779 

3,884 

5,023 

6,917 

3,291 

4,025 

4,852 

5,488 

6,345 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2020年12月 2021年3月 2021年6月 2021年9月 2021年12月

SBIアセットのインデックスファンド
ウェルスナビ

SBIアセットのインデックスファンドと主なロボアドバイザーとの比較

※ ウェルスナビの2021年12月末口座数は未公表
出所：ウェルスナビ決算説明資料（2021Q3）より

出所：ウエルスナビの数字は、ウェルスナビ決算説明資料（2021年Q3）
及びウェルスナビ「2021年12月期の通期業績予想修正に関するお知らせ」より

32.1

42.7

58.1

78.6

93.2

23.6
26.9

28.8 30.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2020年12月 2021年3月 2021年6月 2021年9月 2021年12月

SBIアセットのインデックスファンド
ウェルスナビ

2.9倍3.5倍

92.8％増

28.4%増

【預かり資産残高】 【口座数】

14.0%
7.1%

5.2%

33.0%

36.1%

35.3%

18.6%

（単位：億円） （単位：万）
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SBIアセットのインデックスファンドの活用により、既存の
ロボアドバイザーより低コストのポートフォリオ構築が可能

出所：SBIアセットマネジメントT-STARより。
※四捨五入の関係で個別に加算したものと異なることがあります。
※税込コストは投資家が実質的に負担する信託報酬（投資対象ETFのコスト含む）

2022年1月24日 現在

ファンド名
信託報酬等

（％）
構成比（％） 加重平均（％）

ウェルスナビ
（ロボアドバイザー）

株式

日本株
ＳＢＩ ＴＯＰＩＸ100・
インデックスファンド

＜ＤＣ年金＞
0.264 10 0.026

米国
ＳＢＩ・Ｖ・Ｓ＆Ｐ500

インデックス・ファンド
0.0938 40 0.038

新興国 雪だるま（新興国株式） 0.176 20 0.035

債券 先進国 ＥＸＥ－ｉ 先進国債券 0.417 30 0.125

投資家のコスト負担の合計（年） 100 0.224%

1.18～
1.23%

（投資一任コスト
含む）
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国内初の暗号資産ファンド（匿名組合）設定へ
2021年12月17日募集開始
2022年2月1日に設定予定

【主な商品概要】

 運用期間は1年間
 SBIVCトレード取り扱いの7通貨を投資対象
 運用開始当初、3か月をかけて時間分散をして投資
 運用コストは0.66%と一般的なアクティブファンドより低コスト

【投資比率のイメージ】

XRP

ビットコイン

イーサリアム
ポルカドット

チェーンリンク

ビットコイン
キャッシュ

ライトコイン
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好調なSaaS事業が牽引する
ファイナンシャル・サービス事業
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73,164 
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90,306 91,594 92,217 92,927 

100,614 103,038 
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80,000

100,000

120,000

2018/9 2018/12 2019/3 2019/6 2019/9 2019/12 2020/3 2020/6 2020/9 2020/12 2021/3 2021/6 2021/9 2021/12

提供台数の二桁成長が続く 「Wealth Advisors」

（単位：提供台数）

＜社数＞
前年同期比：＋8.4％

＜台数＞
前年同期比：＋12.9％

（単位：提供社数）
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Phase1

Phase2 Phase3

売買システムとの連携

顧客へのアドバイス機能

提案

約定

●比較・合成チャート ●リスク・リターン分析●ポートフォリオ分析

顧客の資産を的確に把握する「残高情報連携」の
提供先・導入検討先が順次増加

顧客情報との連携（CRM連携）

顧客情報との
連携

■提供中 ： 4社 メガ銀行 ： 1社

信託銀行 ： 1社

地方銀行 ： 2社

■導入検討 ： 13社 地方銀行 ： 10社
証券会社 ： 2社
その他 ： 1社
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「新型ライフプランシミュレーションツール」は、
金融機関のコンサルティング営業の強力なサポートになる

保存機能

「新型ライフプランシミュレーションツール」の提供

ライフプラン特有の
結果表示までの時間を短縮

タイムラインの追加により
人生設計をより明確に

地域・職業・大学などの
ビッグデータを活用

保存とレポート印刷機能により
定期面談に利用可能

レポート印刷機能

人生設計結果表示ビッグデータ例：地域

ビッグデータ例：業種・会社賃金カーブ

ビッグデータ例：大学名（学費）
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モーニングスター独自の「重要情報シート」

重要情報シート記載のポイント

提案ファンドのリスクと運用実績、コスト
等を類似ファンドと比較する。

「Wealth Advisors」と連携

＜販売会社＞ ＜個人投資家＞

モーニングスター独自の「重要情報シート」を「Wealth Advisors」に搭載することで、
販売金融機関は徹底した「顧客本位の業務運営」に基づくアドバイスを行うことが出来る

販売金融機関が顧客に商品提供の際に提示する
「重要情報シート」作成ニーズが高まる
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金融機関のデジタル化の推進により、
オンラインコンテンツ導入が拡大

50％増

（単位：社）

販売会社の「デジタル戦略」により、お客様とのファーストアプローチは
「対面→非対面」から「非対面→対面」に移行が進む

目的別または年代に対応をした
シミュレーションを搭載

例）資産形成層向けの
ライフプランシミュレーション

例）資産活用層向けの
相続シミュレーション

お客様に最適な
商品への誘導が可能

ホームページ
スマートフォンサイト

スマホアプリ

・来店
・訪問
・オンライン面談

等

非対面 対面
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785,130 

867,175 

33,719 

42,966

41,423 

61,148 

650,000

700,000

750,000

800,000

850,000

900,000

950,000

1,000,000

2020年12月末 2021年12月末

株式新聞

My仮想通貨

My投資信託

（単位：DL）

971,289
12.9%増

27.4%増

My仮想通貨

株式新聞

47.6%増

10.4%増

My投資信託

860,272

対前年同期比で二桁増加を続ける
スマートフォンアプリのダウンロード数
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WEB広告はセミナー開催と並行して
プロモーション広告・動画等の増加により回復傾向

（単位：百万円）
（単位：百万円）

＜セミナー開催＞
モーニングスターサステナブルシンポジウム

（2021年10月30日）

＜広告PR事例＞

＜企画広告掲載＞
ウェブコラム・インタビュー

2020年
4月～6月

2020年
4月～9月

2020年
4月～12月

2020年 2021年
4月 ～ 3月

2021年
4月～6月

2021年
4月～9月

2021年
4月～12月

＜WEB広告の売上高＞
2021年3月期

（2020年4月～2021年3月）

2022年3月期
（2021年4月～2022年3月）

15
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+42百万円

+41百万円
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「My仮想通貨」アプリに各暗号資産取引所の
通貨スプレッドを掲載

「My仮想通貨」アプリに、
通貨スプレッドを掲載

投資家は最も重要な通貨スプレッドの
比較が閲覧できる
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13,628 人

17,441 人

18回
19回
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2020年4～12月 2021年4～12月

セミナーは開催数、参加者数ともに昨年を上回り、回復傾向

2022年2月以降も地域金融機関との共同開催を予定

＜ハイブリッド＞

モーニングスターカンファレンス2022（新春）
【2022.01.15（土）】

＜ハイブリッド＞

投信フェア2022
in福岡

【2022.02.19（土）】

＜ハイブリッド＞

資産運用フェア
2022in京都

【2022.03.08（火）】

（単位：回） （単位：人）

27.9％増

・全体合計数：5,062名

オンラインユーザー合計 ： 4,878名
来場者数 ： 184名

・ハイブリッドセミナーを継続して欲しい。

・このようなご時勢ですが、時々生の声で色々な方の話を聞けるのは大変ありがたいです。

・来場しての方が、やはり集中して聞けますね。

・前半は会場で、後半はオンラインで、聴講しました。

■アンケート抜粋
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12%

26%

12%15%

10%

9%

16%
保険

定期預金

国内株式

先進国株式

新興国株式

国内債券

国際債券

12%

18%

22%18%

12%

6%
12%

保険

定期預金

国内株式

先進国株式

新興国株式

国内債券

国際債券

確定拠出年金の運用相談アプリの提供開始

 確定拠出年金採用企業  アプリ機能一覧

従業員に
アプリを提供

担当者に
フィードバック

① 資産状況

〇〇株式会社 2021年11月レポート

コンテンツ

専門化に相談

ログイン

ユーザー数 利用回数

コンテンツ

専門家に相談

ログイン

ユーザー数 利用回数

〇〇株式会社 他社平均

② アプリ利用状況

 フィードバックレポート（サンプルイメージ）

〇〇株式会社 他社平均

元本確保型：30% 元本確保型：38%

口座管理 シミュレーション

チャット相談 教育コンテンツ


